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村の人口 

世帯数 

男 

女 

計 

2,137世帯 

3,223人　 

3,394人　 

6,617人　 

＋6 

＋4 

＋5 

＋9

平成18年９月末現在 

お誕生おめでとうございます。 

岩　　梨花 女 

女 

女 

Ｈ18.9.9 

Ｈ18.9.14 

Ｈ18.9.22

内田　昭治（62） 

濱田　末松（87） 

紫藤　キエ（86） 

稲田　和男（60） 

故人名（年齢） 

内田イツ子 

濱田　賢次 

紫藤きよみ 

稲田　実利 

遺族氏名 

上布田 

北向・新屋敷 

大切畑 

下古閑 

地区名 

岩　　伸一 

　山　秀仁 

中　　　聡 

高遊西 

下小森 

下小森 

出生児名 性別 生年月日 保護者 地区名 

いわさき りん か 

中　　　好 

　山　鈴菜 
かたやま すず な 

このみ なかにし 

平成18年10月15日現在 

平成18年10月15日現在 

ごみは、燃：燃えるごみ／粗：粗大ごみ／缶：空き缶、空きビン／ガ：ガラス、せともの 
雑：雑誌、チラシ／新：新聞紙／ペ：ペットボトル／白：牛乳パック、白色トレイ 

　ある生物のおなか側からのシ
ョットです。ヤモリとイモリの
どちらでしょうか？ヒントは家
のまわりなどの陸上で生活して
いて、前足の指が5本あります。 

竹 

虐待防止等対策連絡協議会発足 

社会教育委員研修レポート 

保育所入所案内・包括支援センターだより 

こんにちは住民課です 

おひさま通信 

シリーズ防災（№14避難） 

ホッとＮＥＷＳ 

いのちの教育 

今月の情報【11月号】 

社協便り 

…12 

…13 

…14 

…15 

 

…16 

…17 

…18 

…20

…3

…10

…6News & Topics

平成17年度西原村の決算 
むらのわだいむらのわだい むらのわだい 
山西小大運動会、河原小大運動会、秋季ソフトボール大会 
第61回県民体育祭、大津地区交通安全推進大会 
にしはら保育園運動会、秋季道路品評会 
夏季軟式野球大会、環境学習会「風の子塾」 
交通安全タッチ運動、のじぎく兵庫国体出場 
阿蘇郡市・県中学校陸上競技大会 

曜日 備考 行事／歴 
11　月 

12　月 

日 

西原村の今月の行事は、下記のようになっています。 

水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
 
 
 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 

雑 
燃 
 
 
 
燃 
缶 
 
 
燃 
 
 
燃 
ガ 
ペ 
 
燃 
 
 
燃 
缶 
 
 
燃 
 
 
燃 
缶 
 
 
 
 
 
燃 
 
 
燃 
缶 
新 
 
燃 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
 
 
 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10

むらの月暦 

11

12
固定資産税第4期納期限 
国民健康保険税第7期納期限 

秋季全国火災予防運動 
11月９日～15日 

保育所ボランティア活動 
 
 
 
河原フェスタ（河原小） 
 
 
就学時健康診断（河原小）　戦没者追悼式（村民体育館） 
３歳児健診（改善センター）消防団非常呼集 
　　 
 
阿蘇郡市町村対抗駅伝大会 
母子手帳発行ｐｍ 
 
ＥＭ配布日 
三種混合予防接種（改善センター） 
 
交通安全教室・芋ほり（保育園） 
 
 
 
寿生大学 
 
お誕生学級ａｍ　ひよこ学級ｐｍ（改善センター） 
 
 
母子手帳発行ｐｍ 
 
 
ＥＭ配布日 
 
 
 
 
山西フェスタ（山西小） 
西原村人権フェスティバル（改善センター） 

文化の日 

勤労感謝の日 

第７回西原村 
ふれあいまつり 
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決
算
と
は
、
村
に
ど
の
よ
う
な
お
金
が
入

っ
て
き
て
、
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
の
か
を
、

ま
と
め
た
村
の
実
績
報
告
で
す
。
村
が
行
っ

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
は
、
村
民
の
皆
さ

ん
が
納
め
た
税
金
や
、
国
・
県
か
ら
の
補
助

金
な
ど
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
16
年
度
に
、
職
員
に
よ
る
機
構
改
革

推
進
委
員
会
及
び
中
期
財
政
策
定
委
員
会
等

を
立
ち
上
げ
、
あ
ら
ゆ
る
事
務
事
業
や
課
の

統
廃
合
再
編
等
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。 

　
改
革
初
年
度
に
あ
た
る
平
成
17
年
度
は
、

行
政
、
議
会
、
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
豊
か

な
村
づ
く
り
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

目
指
し
て
、「
最
低
限
の
予
算
で
最
大
の
効

果
を
上
げ
る
」
べ
く
、
効
率
的
で
メ
リ
ハ
リ

の
効
い
た
予
算
執
行
、
行
財
政
運
営
に
努
め
、

財
政
の
健
全
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
総
額
は
、

30
億
６
５
５
７
万
円
で
、
村
税
は
個
人
所
得

割
、
固
定
資
産
税
の
伸
び
等
に
よ
り
増
額
、

地
方
交
付
税
は
国
庫
支
出
金
の
一
般
財
源
化

等
に
よ
り
増
額
と
な
り
、
ま
た
、
国
庫
支
出

金
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
、
村
債
の
減

少
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
で
は
、
３
億

３
５
８
５
万
円
（
９
・
９
％
）
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。 

　
一
方
、
歳
出
総
額
は
、
28
億
６
５
５
４
万

円
で
、
一
部
事
務
組
合
負
担
金
の
増
額
、
人

件
費
、
公
債
費
及
び
投
資
的
経
費
等
の
大
幅

な
減
少
に
伴
い
、
対
前
年
度
比
で
は
、
３
億

１
０
６
６
万
円
（
９
・
８
％
）
の
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
く
と
２
億
３
万

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
２
６

１
６
万
円
は
平
成
18
年
度
に
引
き
続
い
て
実

施
す
る
「
西
原
中
学
校
体
育
館
改
築
事
業
等
」

の
費
用
と
し
て
必
要
で
す
の
で
、
実
質
的
な

収
支
は
１
億
７
３
８
７
万
円
の
黒
字
と
な
り
、

次
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
掲
載
し
き
れ
な
い

事
項
に
つ
い
て
は
、
西
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。 

平成17年度　決算 

大切に使いました　みなさんのお金 大切に使いました　みなさんのお金 

　
平
成

　
平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
決
算
が
９
月
の
村
定
例
議
会

年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
決
算
が
９
月
の
村
定
例
議
会

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
を
は
じ
め
、

　
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
を
は
じ
め
、
地
方
交
付
税
や
国

地
方
交
付
税
や
国
・
県
か
ら
の
補
助

県
か
ら
の
補
助

金
な
ど
が
む
ら
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
お
知
ら
せ

金
な
ど
が
む
ら
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

し
ま
す
。 

　
平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
決
算
が
９
月
の
村
定
例
議
会

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
を
は
じ
め
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
か
ら
の
補
助

金
な
ど
が
む
ら
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 
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村の貯金と借金の状況 　歳出削減に全庁一丸とな
って取り組み、余剰金を捻
出できましたので、わずか
ですが貯金が増えました。 
　借金は発行額(借入額)を
元金償還額(元金返済額)以
下に抑制できたことで、こ
ちらもわずかかですが減少
しました。 

村の貯金と借金 
財政調整基金 
減債基金 
その他の特定目的基金 
　　　　　合　　計 

地方債現在高(一般会計分)

4億798万円 

8,973万円 

3億6,491万円 

8億6,262万円 

 
46億902万円 

3億3,686万円 

1億2,969万円 

3億6,058万円 

8億2,731万円 

 
48億9,104万円 

平成17年度末 平成16年度末 

貯 

金 

借 

金 

歳
　
入 

　
家
庭
に
お
け
る
家
計
簿
で
い
う
収
入
に

あ
た
り
ま
す
。村
税
を
は
じ
め
使
用
料
や
手

数
料
を
い
っ
た
村
が
自
ら
調
達
で
き
る
自

主
財
源
と
、地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金

と
い
っ
た
国
な
ど
に
依
存
す
る
依
存
財
源

に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

村
税 

　
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
村
に
納
め
て
い
た

だ
い
た
税
金（
村
民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自

動
車
税
な
ど
）で
す
。 

地
方
交
付
税 

　
各
地
方
自
治
体
の
財
政
的
な
不
均
衡
を

調
整
し
て
、ど
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
に

も
標
準
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
基
本
的
な

社
会
資
本
設
備
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
国

税
の
一
部（
所
得
税
、法
人
税
、酒
税
、消
費

税
、た
ば
こ
税
）を
地
方
自
治
体
に
交
付
さ

れ
る
お
金
で
す
。 

国
庫
・
県
支
出
金 

　
国
や
県
か
ら
、村
で
行
う
各
種
事
業
や
災

害
復
旧
な
ど
の
特
定
の
事
業
の
経
費
に
対

し
、委
託
金
や
補
助
金
な
ど
の
形
で
交
付
さ

れ
る
お
金
で
す
。 

村
債（
地
方
債
） 

　
大
き
な
事
業
を
行
う
た
め
に
国
や
県
、金

融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
お
金
で
す
。 

歳入総額 30億6,557万円 平
成
17
年
度 

決算額 30億6,557万円 

村債 2億2,320万円 

村債 4億8,360万円 

県支出金 2億837万円 

国庫支出金 2億3,093万円 

地方交付税 10億9,275万円 

地方譲与税等 2億484万円 

繰越金 2億1,457万円 

繰入金 1億8,995万円 

財産収入等 7,767万円 
分担金等 7,374万円 

村税, 6億2,500万円 

県支出金 2億7,058万円 

国庫支出金 9,911万円 

地方交付税 11億2,802万円 

地方譲与税等 2億640万円 

繰越金 2億2,522万円 

繰入金 1億5,052万円 

分担金等 7,605万円 

村税 6億3,313万円 

財産収入等 
5,334万円 

決算額 34億142万円 

◆地方債　△2億6,040万円（△53.8％） 
　※臨時財政対策債　　　　△4,140万円(△22.7％) 
　※臨時財政対策債以外　△2億1,900万円（△72.8％） 
　　過疎対策事業債(消防積載車等整備)△2,580万円、 
　　辺地対策事業債(秋田灰床線)△1億1,980万円、 
　　減税補てん債△5,770万円(借換分5,240万円含む)等による。 

◆県支出金　6,222万円増（30.0％） 
　老人保護費負担金△336万円、農地等災害復旧補助金521万円増、合
併処理浄化槽設置補助金561万円増、熊本県地域振興補助金として（阿
蘇にしはらウィンドファーム）3000万円増、国勢調査委託金264万円
増等による。 

◆国庫支出金　△1億3,182万円（△57.1％） 
　老人保護費負担金△672万円、児童手当国庫負担金110万円増、国民
健康保険保険基盤安定負担金△1417万円、公共土木災害復旧補助金
△1315万円、合併処理浄化槽設置補助金507万円増等による。 

◆地方交付税　3,527万円増（3.2％） 
　※普通交付税　　5,637万円増（5.8％） 
　※特別交付税　△2,110万円（△17.8％） 

◆地方譲与税等　156万円増（0.8％） 
　所得譲与税1056万円増、地方道路譲与税△42万円、自動車重量譲与
税△45万円、利子割交付金△175万円、配当割交付金35万円増、株式
等譲渡所得割交付金53万円増、地方消費税交付金△531万円、ゴルフ
場利用税交付金△290万円等による。 

◆繰入金　△3,943万円（△20.8％） 
　※平成16年度取崩額：財政調整基金　1億1,500万円 
　　退職手当基金　3,760万円 
　　人材育成基金　2,500万円 
　※平成17年度取崩額：財政調整基金　　　7,400万円 
　　減債基金　　　4,000万円 
　　人材育成基金　2,500万円 

依
存
財
源 

自
主
財
源 

平成17年度 平成16年度 

◆村税　813万円増（1.3%） 
　新増築家屋の伸びによる固定資産税(家屋)755万円増、電気機械等の
製造関連企業の減収による法人税割△380万円、南阿蘇への顧客流
出等による入湯税△244万円、徴収率　現年分98.2％　滞繰分
11.5％　合計92.5％ 
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特別会計決算 　特別会計とは、特定の事業を行う場合や、特定の歳入を特定の歳出
に充て、一般会計とは区分して経理する場合に設置する会計です。西
原村には、5つの特別会計と1つの事業会計があります。 

特　別　会　計 
国民健康保険特別会計 
老人保健特別会計 
介護保険特別会計 
中央簡易水道事業特別会計 
森林開発公団分収造林特別会計 

7億1,874万円 

7億9,733万円 

3億9,168万円 

9,486万円 

402万円 

6億799万円 

7億9,445万円 

3億7,653万円 

7,164万円 

348万円 

歳　　入 歳　　出 

区　　分 
収益的収支 

収　　　　支 
補てん財源（建設改良 
積立金、減債積立金等） 

1,960万円 

－ 

3,031万円 

978万円 

3,031万円 

－ 

歳　　入 歳　　出 

歳
　
出 

　
家
庭
に
お
け
る
家
計
簿
で
い
う
支
出
に

あ
た
り
ま
す
。主
に
人
件
費
や
公
債
費
と
い

っ
た
義
務
的
経
費
、普
通
建
設
事
業
費
と
い

っ
た
投
資
的
経
費
と
そ
の
他
の
経
費
に
分

け
ら
れ
ま
す
。 

人
件
費 

　
職
員
や
特
別
職
の
給
与
、議
員
お
よ
び
各

種
委
員
会
の
委
員
報
酬
に
要
す
る
経
費
で

す
。 

扶
助
費 

　
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し
て
、児
童
手

当
や
乳
児
・
老
人
・
重
度
心
身
障
害
者
の
医

療
費
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
で
す
。 

公
債
費 

　
村
が
借
り
入
れ
た
お
金
の
元
金
の
償
還

と
利
子
の
支
払
い
に
要
す
る
経
費
で
す
。 

普
通
建
設
事
業
費 

　
道
路
、橋
梁
な
ど
の
整
備
や
公
共
施
設
の

増
改
築
に
要
す
る
経
費
で
す
。 

物
件
費 

　
消
耗
品
、交
際
費
、業
務
委
託
料
な
ど
に

使
う
経
費
で
す
。 

補
助
費 

　
各
事
業
や
団
体
へ
の
補
助
金
、負
担
金
に

要
す
る
経
費
で
す
。 

維
持
補
修
費 

　
村
が
管
理
す
る
公
共
施
設
な
ど
の
維
持

や
管
理
の
た
め
の
費
用
で
す
。 

歳出総額 28億6,554万円 一
般
会
計
決
算 

資
本
的 

工業水道事業会計 

決算額 31億7,620万円 

決算額 28億6,554万円 

繰出金等 2億176万円 

繰出金等 1億9,121万円 

積立金 1億3,023万円 

補助費等 4億1,123万円 

維持補修費 4,096万円 

物件費 2億8,025万円 

災害復旧事業 2,667万円 

普通建設事業 4億9,103万円 

公債費 6億6,607万円 

扶助費 1億9,416万円 

人件費 7億4,439万円 

積立金 1億7,522万円 

補助費等 4億5,800万円 

物件費 2億5,399万円 

普通建設事業 2億8,201万円 

公債費 5億8,218万円 

扶助費 2億929万円 

人件費 6億5,553万円 

維持補修費 
4,102万円 

災害復旧事業 
654万円 

◆繰出金　　1,065万円増（5.6％） 
　国保事業　　　　△378万円（△5.8％） 
　介護事業　　　　　880万円増（13.4%) 
　老保事業　　　　　370万円増（7.0％） 
　簡易水道事業　　　100万円増（13.8％） 

◆補助費等　4,677万円増（11.4％） 
　一部事務組合2,008万円増、地域づくり補助金435万円増、中山間地
域直接支払費 (10割→8割交付 )△287万円、西原村産業振興（農業
部会振興）補助金△124万円、強い農業づくり交付金2,927万円増（競
争力強化生産総合対策、旧：畜産振興事業補助金）、　森林国営保険料
201万円増等による。 

◆物件費　　△2,626万円（△9.4％） 
　旅費△278万円(△19.1%)、需用費△251万円(△3.3%)、 
　役務費77万円増(5.5%)、備品購入費△23万円(△2.5%)、 
　委託料△1385万円(△10.2%)等による。 

◆公債費　△8,389万円（△12.6％） 
　一般単独事業債4,173万円増、災害復旧事業債△330万円、辺地対策事
業債1,604万円増、減税補てん債△5,142万円(借換分5,240万円含む)、
臨時財政対策債1,343万円増、特定資金公共投資事業債△1億583万円
等による。 

◆扶助費　1,513万円増（7.8％） 
　社会福祉費(補助：障害者等)247万円増、(単独：重心医療等)370万円増、
老人福祉費(補助)△1568万円、(単独)1517万円増、児童福祉費(補助)42
万円増、(単独)719万円増等による。 

◆普通建設事業費　 △2億902万円（△42.6％） 
　　※補助事業費　△7,022万円（△41.2％） 
　　　ほ場整備換地委託業務146万円増、資源リサイクル環境整備 
　　　事業負担金△6,571万円、山村振興特対事業(滝地区)△2,134万円、 
　　　合併処理浄化槽設置補助1,526万円増等による 
　　※単独事業費　△1億3,880万円（△43.3％） 
　　　ハイブリッド街路灯設置工事△1,281万円、阿蘇にしはらウィンド 
　　　ファーム道路舗装工事6,000万円増、萌の里さく井工事△665万円、 
　　　辺地対策事業(秋田灰床線道路改良)△1億3,283万円、 
　　　消防積載車購入費△2,639万円、 
　　　上鳥子上長野線道路改良工事1,000万円増等による。 

そ
の
他
の
経
費 

投
資
的
経
費 

義
務
的
経
費 

平成17年度 平成16年度 

◆人件費　△8,886万円（△11.9％） 
　議員報酬△235万円（H16年9月より定数2名減)、一般職の給与5%カッ
ト分総額△1,700万円、H16退職者(定年退職2名、勧奨退職4名等)の給
与等△7406万円、H17.4 .1採用分282万円増、前収入役退職
(H16.8.31)収入役任命(H17.4.1)に伴う給与等590万円増、各種委員
等報酬の3％削減分△115万円等による。 
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　晴天が広がった９月24日、山西小学校で大運

動会が開催されました。今年の運動会は、「燃

えろ 走れ 優勝ゲット」がスローガン。児童は、

徒走やリレー競技でトラックを力いっぱい駆け

抜け、学年ごとに趣向が凝らされた技巧走では、

風船割りや飴探しなどのさまざまな“お題”を

クリアしながらゴールを目指していました。 

　また、この日に向けて一生懸命練習してきた

ダンスなども披露され、中でも、３・４年生は

鮮やかなオレンジ色のハッピを身にまとい、力

強く「山西ソーラン」を演舞し、組体操に取り

組んだ５・６年生は、上級生として堂々たる姿

をみせていました。 

　９月24日、さわやかな秋晴れのもと、河原小

学校で大運動会が開かれました。「みんなの笑顔

で 勝利をつかめ！」を本年度運動会のスローガ

ンにかかげ、赤組と白組に分かれた児童は技巧

走や徒走の各種目で勝利を目指してゴールへ向

かっていました。 

　また、４～６年生の組体操では、真剣な表情

で一つひとつの演技に取り組む児童たちのたく

ましい姿に観客からは盛んに拍手が送られてい

ました。保護者らによって担任の先生と校長先

生が変身させられる“仮装”もあり、先生方の

あまりの変わりように会場内は大きな笑いに包

まれ、運動会を盛り上げていました。 

　西原村ソフトボール愛好会主催の秋季大会が、10月２日か

ら５日にかけて村民グラウンドで開催されました。大会には

６チームが参加し、リーグ戦方式で試合が行われ、決勝戦で

はＭクラブがオール西原を下して、今年度の３大会すべてを

制覇しました。大会最優秀選手には、Ｍクラブの長谷野正徳

選手が選ばれました。 

　また、今大会ではＡＬＴのエミリーアイクマンさんが役場

チームのピッチャーでデビューし、たくさんの村民の方が応

援に訪れていました。 

山西小学校大運動会 

秋季ソフトボール大会 

河原小学校大運動会 

３
・
４
年
生
に
よ
る
山
西
ソ
ー
ラ
ン 

全
児
童
で
踊
る
西
原
音
頭 

変
身
さ
せ
ら
れ
た
先
生
方 

３
大
会
連
続
優
勝
の
Ｍ
ク
ラ
ブ 

４
〜
６
年
生
に
よ
る
組
体
操 

「
ブ
レ
イ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
」 

▲綱引きで勝利を喜ぶ白組 

▲赤組の応援合戦演舞 

▲
 

▲
 

▲
 

▲
 

▲
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第61回熊本県民体育祭 　９月16・17

日の2日間に渡

り、上益城郡内

において第61

回熊本県民体

育祭が開催さ

れました。村内

からは６つの

競技に24人の

選手が阿蘇郡市代表として出場し、熱戦を繰り広げました。 

　本年は女性選手の活躍が光り、グラウンドゴルフ、ゲート

ボールの女子チームが揃って出場を果たし、グラウンドゴ

ルフは堂々の2位に入賞。また、陸上60歳以上3000ｍに出

場した田村勝春さん（星ヶ丘）と銃剣道が、見事２位に輝き

ました。大会出場者は次のとおりです。 

　９月16日に構造改善センターで、大津地区交通安全推進

大会が秋の全国交通安全運動の実施にあわせて開かれました。

大会には大津警察署管内４市町村から約300人が参加し、

西原村交通安全母の会の曽我須賀子会長が「交通事故のな

い住みよい明るい社会の確立を」と力強く交通安全宣言を

行いました。 

　大津地区交通安全協会などによる交通安全教室では、“自

転車の無灯火運転の危険性”“夜間における反射材着用の

重要性”“飲酒運転の危険性”が、寸劇風にわかりやすく

伝えられました。また、大会の最後を「にしはら夢運太鼓」

が迫力ある太鼓演奏で締めくくり、大会に花を添えました。 

　10月１日、今年で４回目となるにしはら保育

園運動会が開催されました。当日は朝から今に

も雨粒が落ちてきそうな曇天が広がっていまし

たが、園児たちの願いが通じたのか、全プログ

ラムを終了することができました。 

　０歳児から５歳児の園児たちは、靴が脱げて

も転んでも最後まで走る子、応援席で見守る家

族に手を振りながら笑顔でダンスを踊る子など、

かけっこやゆうぎの各種目でさまざまな表情を

みせてくれました。また、年長の５歳児による

「2006“輝けマーチング”」では、毎日練習し

てきた成果をたくさんの観客を前に堂々と披露し、

園児たちは会場の注目を一身にあびていました。 

にしはら保育園運動会 

親
子
で
挑
む
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー 

大津地区交通安全推進大会 

交
通
安
全
宣
言
を
述
べ
る 

曽
我
会
長 

▲２位のグラウンドゴルフ女子チーム 

▲２歳児によるゆうぎ「島唄」 

年
長
児
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ 

大会出場者（敬称略） 
銃剣道　　　源秀光　堀田由隆　荒木昭一 
ボウリング　南利孝文　南利富子 
バドミントン　永野知一 
陸上　60代3000ｍ　　　　田村勝春　　 
　　　49歳以下砲丸投げ　　小山眞佐壽 
　　　30代3000ｍ　　　　岩木憲一 
グラウンドゴルフ　監督　久保田安博 
　選手　大川輝子　山田経子　酒井千春 
　　　　島野三千代　久野イツ子　須藤正子 
　　　　吉岡九三代　緒方キミヨ 
ゲートボール　監督　森田健次郎 
　選手　中村クニヨ　中村京子　戸田ミツエ 
　　　　村上秋子　　山内コナミ 

▲
 

▲
 

▲
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　９月19日、西原村内の県道、村道を対象とす

る秋季道路品評会が実施されました。品評会前

の週末に台風13号が接近したため、風雨の中、

住民の方が清掃作業に汗を流される姿が各地区

で見かけられました。 

　また、大切畑、灰床地区については清掃作業

を延期されたため、個別に審査が行われました。

今回は春季、秋季道路品評会の総合審査結果を

発表します。結果は次のとおりです。 

　８月21日から９月22日にかけて、西原村軟式野球連盟主催の

軟式野球夏季大会が村民グラウンドで開催され、村内から12チ

ームが参加して熱戦を繰り広げました。 

　大会には今年度新たに誕生した２チームの参加もあり、盛り

上がりを見せる中、予選リーグを勝ち抜いた「天龍」と「ＳＨ

ウィンダム」が決勝で対戦し、７対２で打ち勝った「天龍」が

優勝を果たしました。10月下旬から11月上旬にかけて秋季大会

も予定されています。 

秋季道路品評会 

環境学習会「風の子塾」 

夏季軟式野球大会 

総
合
審
査
で
優
等
と
な
っ
た 

医
王
寺
地
区
村
道 

▲
 

優
勝
し
た
天
龍
チ
ー
ム 

▲
 

【村道の部】 
優　等　2276点　医王寺 
　〃　　2203点　小野 
１　等　2191点　宮山 
　〃　　2184点　出の口 
　〃　　2152点　葛目 
　〃　　2097点　上鳥子 
２　等　2083点　多々良 
　〃　　2014点　滝 
　〃　　2009点　布田 
　〃　　1991点　大切畑 
　〃　　1958点　日向 
　〃　　1936点　下古閑 

【県道の部】 
優　等　2166点　布田 
１　等　2050点　上鳥子 
　〃　　2013点　小園 
２　等　2011点　葛目 
　〃　　2005点　多々良 
　〃　　1995点　日向 
　〃　　1936点　田中 

（等級、点数、地区名の順） 

審
査
の
様
子 

▲
 

ふ
ろ
し
き
を
使
っ
て 

風
の
力
を
体
感 

▲
 

▲
 

風
力
発
電
所
を
見
学 

　10月13日、風力発電などの新エネルギーや環境について学ぶ
環境学習会「風の子塾」が開催されました。これは「阿蘇にしは
らウィンドファーム」の運営に出資しているアサヒビールと電源
開発の主催によるもので、山西・河原小学校の５年生67人が参
加しました。 
　児童らは風力発電所を訪れ、NPO法人「コミネット協会」の
インストラクターの指導のもと、結び合わせたふろしきで風を受
け止めたりして風の力を体感していました。また、普段はなかな
か見ることができない変電施設や風車のタワー内部を見学し、風
がエネルギーを生み出

す仕組みなどについて担当者から説明を受けました。 
　午後からは構造改善センターに場所を移し、今の自分が家や学
校で、そして将来の自分ができる環境を守るための取り組みなど
についてグループで考えるワークショップを行い、環境に対する
理解を深めていました。皆さんも限りある資源を有効に活用する
ために、節水・節電など、毎日の生活の中で自分にできることを
考え、実行していきましょう。 
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　９月21日、交通安全タッチ運動がJA西原中央支所駐車場で実施

され、ドライバーに安全運転を呼びかけました。当日は、交通指

導員・交通安全母の会・安管事業所のほか、にしはら保育園年長

児の手によりドライバーにキャンペーングッズを配布。「安全運転

でおねがいします！」との園児の元気でかわいらしい呼びかけに、

ドライバーも笑顔で応えていました。 

　秋の全国交通安全運動期間中、村内では５件の物損事故が発生

しましたが、人身事故はゼロ件でした。これから年末にかけて慌

ただしくなり、交通事故件数も増えていくことが予想されます。

ゆとりを持った運転を心がけ、「交通事故のない西原村」を目指

しましょう。 

　10月２日、兵庫県赤穂市で開催された「のじぎく兵庫国体」剣道・

成年女子団体に、西原村教育委員会の大島智子選手が、熊本県チ

ームの中堅として出場しました。結果は、１回戦の相手が開催県

である地元兵庫ということもあり、会場の雰囲気と熱い声援に圧

倒され、大島選手が面を決め一本勝ちしたものの、残念ながら２

対１で初戦敗退となりました。 

　大島選手は大会を振り返り、「面を決めるまでの約16分間、ぼち

ぼちスタミナ切れというころに力を振り絞っての一撃を出すこと

ができ、自分の役割を果たせた安堵感と勝った！という喜びで胸

いっぱいでした。応援していただいた職場や地域の方々に感謝し、

これからも頑張っていきたい。」と話されていました。 

　阿蘇農村公園陸上競技場「あぴか」で９

月26日、阿蘇郡市中体連陸上競技大会が開

催され、各種目で西原中学校の選手が多数

入賞を果たしました。また、学校対抗の部

では惜しくも7連覇はなりませんでしたが、

男子および総合で２位となりました。 

　10月７、８日には、県中学校総合体育大

会陸上競技が県民総合運動公園で開かれ、

武田選手が圧倒的な速さで兄弟そろって優

勝し、男子400ｍリレーでも２位に輝きま

した。結果は次のとおりです。 

▲
 

秋の交通安全タッチ運動 

▲
 

国
体
出
場
の
大
島
選
手 

▲安全運転を呼びかける園児 

のじぎく兵庫国体 

阿
蘇
郡
市
大
会
に
出
場 

し
た
メ
ン
バ
ー 

阿蘇郡市・県陸上競技大会 

（
敬
称
略
・
３
位
ま
で
） 

（
敬
称
略
） 

男子　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は学年 
200m　１位　武田雄平（３）２位　武田親臣（３） 
400m　１位　武田親臣（３） 
代表400mR　１位　城戸隆成（３）武田雄平（３） 
　　　　　　　　　　手嶋達也（２）武田親臣（３） 
110mハードル　３位　松本光貴（2） 
２年100m　２位　手嶋達也（２） 
代表100m　１位　武田雄平（３） 
走幅跳　　　３位　秋吉誠（3） 
砲丸投　　　１位　丹波靖彰（３） 
女子 
１年100m　１位　藤本優未（１） 
２年800m　１位　高山なつ樹（２） 
代表800m　１位　那須久身依 
1500m　　１位　那須久身依（３）３位　高山なつ樹（２） 
80mハードル　３位　藤本優未（１） 

女子　 
２年800m　６位　高山なつ樹（２） 
代表1500m ７位　那須久身依（３） 
男子 
代表100m　１位　武田雄平（３） 
代表200m　１位　武田親臣（３） 
代表砲丸投　５位　丹波靖彰（３） 
代表400mR ２位　城戸隆成（３）武田雄平（３） 
　　　　　　　　　手嶋達也（２）武田親臣（３） 

声援を送る選手たち 
（K・Kウィング） 

1,500mを走る那須選手 
（右から３番目） 
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会
議
参
加
者
か
ら
の
意
見 

　
９
月
27
日
の
午
後
、西
原
村
役

場
大
会
議
室
に
お
い
て
、西
原
村

虐
待
防
止
等
対
策
連
絡
協
議
会

第
１
回
設
立
会
議(

代
表
者
会
議)

が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
協
議
会
は
、「
児
童
虐
待
」、

「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

(

略
し
て
Ｄ
Ｖ
…
配
偶
者
等
か
ら

の
暴
力)

」、「
高
齢
者
虐
待
」の
防

止
や
保
護
を
要
す
る
者
へ
の
支
援

を
図
る
た
め
に
、村
内
外
の
関
係

機
関
や
関
係
者
に
よ
り
、必
要
な

情
報
交
換
や
協
議
を
目
的
と
し
た

活
動
を
行
う
た
め
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。 

　
当
日
は
、警
察
・
消
防
・
県
関
係

機
関
や
、村
内
の
関
係
者
の
代
表

が
出
席
し
、会
長
に
加
藤
義
明
西

原
村
長
、副
会
長
に
西
原
村
民
生

児
童
委
員
協
議
会
の
大
谷
光
明
会

長
が
選
任
さ
れ
、虐
待
の
現
状
や

今
後
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、今
後
、児
童
・
Ｄ
Ｖ
・
高

齢
者
の
虐
待
防
止
等
の
支
援
体
制

の
整
備
と
、地
域
住
民
の
皆
さ
ん
へ

の
普
及
啓
発
が
課
題
と
さ
れ
ま
し

た
。 

  

◆「
虐
待
」の
通
告
を
受
け
て
対
応

す
る
際
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
先
か
、

子
ど
も
の
命
が
先
か
？ 

や
は
り
、子
ど
も
の
命
が
最
優

先
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る 

◆
第
３
者
の
立
場
か
ら
、親
が
子

に
す
る
行
為
を
虐
待
と
指
摘

し
た
場
合
、親
か
ら「
し
つ
け
」

と
言
わ
れ
る
と
、そ
れ
以
上
何

も
言
え
な
い
の
で
な
い
の
か
。

第
３
者
か
ら
、虐
待
の
情
報
を

提
供
す
る
場
合
、「
虐
待
」か「
し

つ
け
」か
の
判
断
が
困
難
で
あ
る
。 

◆「
虐
待
」と「
し
つ
け
」を
区
別
し

て
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

特
に
、ま
だ
、上
手
に
話
せ
な
い

幼
児
や
児
童
の
場
合
は
、確
認

が
困
難
で
あ
る
。け
れ
ど
も
、そ

の
家
庭
に
つ
い
て
、常
日
頃
か

ら
の
見
守
り
の
中
で
、判
断
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

◆「
し
つ
け
」と「
虐
待
」の
違
い
は

ど
こ
な
の
か
？ 

◆「
し
つ
け
」と「
虐
待
」の
違
い
で

の
重
要
な
点
は
、そ
の
行
為
に「
愛

情
」が
有
る
か
無
い
か
で
は
な

い
の
か
と
考
え
る
。日
頃
か
ら

愛
情
確
認
が
で
き
る
親
子
関

係
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。 

 

　
虐
待
問
題
は
、都
市
部
だ
け
で

起
き
る
問
題
で
は
な
く
、ど
こ
の

地
域
で
も
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。来
月
号
か
ら
、虐
待
の
現

状
や
防
止
対
策
に
つ
い
て
シ
リ
ー

ズ
で
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。 

子ども家庭相談・児童虐待に関する問題 

西原村役場住民課健康福祉係 
熊本県中央児童相談所 

279-4397(直通) 
381-4451

西原村役場住民課健康福祉係 
西原村地域包括支援センター 

279-4397  
279-4397

西原村役場住民課健康福祉係 
配偶者暴力相談支援センター 
熊本県女性相談センターＤＶ電話相談 
熊本県警察本部生活安全相談室 

279-4397 
381-4454 
381-7110 
383-9110(24時間対応)

機関名、名称等 電話番号 

機関名、名称等 電話番号 

機関名、名称等 電話番号 

ＤＶ（配偶者等からの暴力）に関する問題 

高齢者に関する相談・高齢者虐待に関する問題 

相談機関一覧 

西
原
村
虐
待
防
止
等
対
策
連
絡
協
議
会
発
足 

虐
待
防
止

虐
待
防
止
の
支
援
体
制

支
援
体
制
を
確
立
確
立
へ 
虐
待
防
止

虐
待
防
止
の
支
援
体
制

支
援
体
制
を
確
立
確
立
へ 
虐
待
防
止
の
支
援
体
制
を
確
立
へ 

募集種目　　自衛隊生徒（男子） 
受付期間　　11月１日（水）から 
　　　　　　平成19年１月９日（火）まで 
一次試験日　平成19年１月13日（土） 
応募資格　　中学校卒業（見込含）以上17歳 
　　　　　　未満の者 
【問合せ先】自衛隊阿蘇地域事務所 
　　　　　　　0967‐22‐4575

　熊本県最低賃金が10月1日より改正になりました。
新しい最低賃金額は、時間額612円です。 
　この最低賃金は、産業別最低賃金が適用されな
い県内すべての労働者（臨時・パートタイム労働者・
アルバイト等を含みます）に適用されます。 
【問合せ先】熊本労働局労働基準部賃金室 
　　　　　　　096‐355‐3202

自衛官募集案内 
この金額に目を留めて！ 

ねぇみんな、 
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知っておきたいみんなの国民年金 

　平成17年４月から発達障害者
支援法が施行されました。この法
律は、自閉症、学習障害、注意欠
陥多動性障害など発達障害の定義
を明確化し、国・地方公共団体の
責務、発達支援等の施策、発達障
害者支援センター、普及啓発等に
ついて規定したものです。 
　県では、県内で在宅生活を送っ
ている発達障害者の方について、
今後の支援体制の整備について検
討を行う基礎資料とするため、次
のとおり調査を実施します。 

当月振替にすれば、月々40円割引され
ます。 
　通常の口座振替の振替日は翌月末で
すが、申出により当月末振替にすると、
１か月あたり40円割引されてお得です。 
　また、１年分または６か月分の保険
料をまとめて納める前納（一括）払いも、
納付書（現金）で納めるより割引額が
多く大変お得です。 

お申し込みは 
　あなたの指定の預(貯)金口座がある金融機関や社会保険事務
所で「口座振替納付（変更）申出書」に必要事項を記入して、
お申し込みください。申出書は、下記の金融機関または社会
保険事務所にあります。 
　銀行、郵便局、農協、漁協、信用組合、信用金庫 
　労働金庫 
手続きに必要なもの 
　①年金手帳または納付案内書　②預（貯）金通帳 
　③預（貯）金通帳届出印 

熊本県在宅発達障害者基礎調査 
調査時期　10月1日（日）～11月30日（木） 
対象者　発達障害者支援法に規定する在宅の発達障害者、その保護者 
調査票の入手方法及び提出方法 
　調査票は、最寄りの県地域振興局福祉課、役場福祉主管課、県庁障
害者支援総室で配布。県障害保健福祉ホームページからダウンロード
もできます。調査票にご記入いただき、メール・郵送・持参のいずれ
かの方法で、12月８日（金）までにご提出ください。 
調査票の取り扱い　調査票については集計を行い、調査結果を個人が 
　　　　　　　　　特定されない範囲で公表します。 
【問合せ先】熊本県健康福祉部障害者支援総室 
　　　　　　療育班　　096‐333‐2237

●定額保険料（平成18年4月から）１か月13,860円 
●付加保険料　１か月400円（希望する人） 
※付加保険料を納付すると老齢基礎年金に上乗せされる形で付加年金が支給されます。 
※付加年金額は（200円×付加保険料納付済み月額）で計算されます。 

支払った国民年金保険料は、年末調整や確定申告のときに申告すれば、全額社会保険料控除となります。 

１年分または６か月分をまとめて前納すれば、保険料が割引になります。 
●１年前納（４月分～翌年３月分）の納期は毎年４月末日となります。 
●６か月納期は、毎年４月分～９月分（４月末日納期）と10月～３月分（10月末日納期）の
期間となります。 
※金融機関、コンビニエンスストアなどで納めることもできます。 
※各月からの前納を希望される方は、お早めに社会保険事務所へご連絡ください。 

保険料のお支払いは割引があり、お得な“口座振替”で！ 

年末調整や確定申告の際は忘れずに！ 

国民年金保険料は前納（一括）払いがお得です！ 

【問合せ先】熊本東社会保険事務所　　096‐367‐2500
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公
民
館
研
究
大
会
研
修
レ
ポ
ー
ト 

皆
で
心
を
寄

心
を
寄
せ 

　
語
　
語
り
合
り
合
い
、手
を
繋

手
を
繋
ご
う
ご
う 

皆
で
心
を
寄

心
を
寄
せ 

　
語
　
語
り
合
り
合
い
、手
を
繋

手
を
繋
ご
う
ご
う 

皆
で
心
を
寄
せ 

　
語
り
合
い
、手
を
繋
ご
う 

社
会
教
育
委
員
　
内
田
　
久
子 

　

９
月
７
・
８
日
の
両
日
、鹿
児
島
市
内

で
開
催
さ
れ
た
第
５７
回
九
州
地
区
公
民
館
研

究
大
会
鹿
児
島
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。「
時

代
の
要
請
に
応
え
る
公
民
館
〜
人
や
地
域
づ

く
り
の
拠
点
と
し
て
の
公
民
館
の
役
割
〜
」

を
大
会
テ
ー
マ
に
、１
日
目
は
八
分
科
会
に

分
か
れ
て
の
討
議
、２
日
目
は
全
体
会
と
ハ
ウ

ス
テ
ン
ボ
ス
ホ
テ
ル
ズ
名
誉
総
料
理
長
の
上

柿
元
　勝
氏
の
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。私

は
第
一
分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
の
で
そ
の

報
告
を
し
ま
す
。 

　「
時
代
の
要
請
と
公
民
館
運
営
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
、社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
住

民
参
画
型
の
公
民
館
活
動
の
在
り
方
に
つ
い

て
討
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。４
人
の
発
表

者
の
熱
い
思
い
と
密
度
の
濃
い
討
議
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、そ
れ
ぞ
れ
が
実
践
さ
れ
て
き
た

素
晴
ら
し
い
事
例
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　

鹿
児
島
の
豊
重
哲
郎
さ
ん
は
、補
助

金
に
頼
ら
な
い
地
域
づ
く
り
の
実
践
を
紹
介

さ
れ
、自
治
公
民
館
長
就
任
時
か
ら
集
落
民

全
員
が
活
躍
で
き
る
場
を
設
け
る
こ
と
を
基

本
に
活
動
を
展
開
さ
れ
て
お
り
、竹
の
額
縁
、

サ
ト
イ
モ
焼
酎
な
ど
足
元
に
あ
る
原
料
で
の

商
品
開
発
や
、環
境
問
題
へ
の
取
組
と
し
て

土
着
菌
を
利
用
し
た
ゴ
ミ
処
理
方
法
の
開
発

や
、土
着
菌
セ
ン
タ
ー
で
の
量
販
態
勢
の
確
立
。

ま
た
、青
少
年
健
全
育
成
の
取
組
と
し
て
、高

校
生
ク
ラ
ブ
の
結
成
や
、青
少
年
の
学
ぶ
寺

子
屋
、め
っ
た
に
聴
け
な
い
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

の
活
動
資
金
の
た
め
１
　
の
カ
ラ
イ
モ
栽
培

を
は
じ
め
、自
主
性
に
富
ん
だ
青
少
年
の
手

助
け
の
事
例
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
条
件

は「
情
熱
」で
あ
り
、感
動
を
与
え
ら
れ
る
、そ

ん
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
人
材

が
必
要
で
あ
り
、一
年
輪
番
制
を
や
め
、ふ
さ

わ
し
い
人
材
を
選
び
、対
価
を
支
払
う
こ
と

も
組
織
強
化
に
は
必
要
で
あ
る
と
語
ら
れ
ま

し
た
。 

　
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の
基
本

は
〝
食
と
農
〞
で
あ
り
、自
分
で
食
べ
る
も
の

ぐ
ら
い
は
自

分
達
で
作
る

べ
き
だ
と
強

調
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、孫

が
動
け
ば
お

じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
動
く
。子
ど
も

が
動
け
ば
親
が
動
く
。参
加
率
を
上
げ
る
に

は
青
少
年
を
巻
き
込
む
こ
と
が
成
功
の
カ
ギ

と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま
し
た
。 

　
他
の
三
人
の
方
の
発
表
も
そ
れ
ぞ
れ
に
熱

い
思
い
の
溢
れ
る
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し

た
。特
に
、子
ど
も
と
の
接
し
方
が
わ
か
ら
な

い
親
が
多
い
昨
今
だ
か
ら
こ
そ
、な
お
さ
ら

地
域
が
し
っ
か
り
と
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、互
い
の
名
前
と
顔
が
わ
か
る
こ

と
が
理
想
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。地

域
の
中
で
世
代
を
超
え
て
そ
れ
が
出
来
た
ら

本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。さ

ら
に
、「
公
民
館
と
は
、集
い
、学
び
、結
び
、作

り
、探
す
所
で
あ
る
」と
い
う
言
葉
が
紹
介
さ

れ
、公
民
館
の
理
想
は
こ
こ
に
あ
る
と
思
い
ま

し
た
。 

 

　

西
原
村
に
生
ま
れ
こ
の
村
で
ず
っ
と

生
き
て
き
た
人
、こ
の
村
で
育
つ
若
い
人
、結

婚
し
て
こ
の
村
に
来
た
人
、こ
の
村
に
惹
か
れ

て
移
り
住
ん
で
来
た
人
達
、そ
れ
ぞ
れ
立
場

は
違
っ
て
も
こ
の
村
を
愛
す
る
心
は
同
じ
で

す
。今
で
も
住
み
よ
い
村
で
す
が
、更
に
よ
り

良
い
村
に
す
る
た
め
に
、皆
で
心
を
寄
せ
、語

り
合
い
、手
を
繋
ぐ
こ
と
が
出
来
れ
ば
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
持
っ
た
良
い
人
材
も
必
要
で
す
が
、

待
つ
ば
か
り
で
な
く
、一
人
ひ
と
り
が
成
長
し

て
ゆ
く
こ
と
も
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、そ
の
場

を
提
供
で
き
る
、色
々
な
意
味
で
大
き
な
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
の
も
公
民
館
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。 

　
２
日
目
は
上
柿
元
氏
の
記
念
講
演
が
あ
り
、

幼
少
の
頃
や
パ
リ
で
の
修
行
時
代
の
悲
喜
こ

も
ご
も
の
話
を
面
白
お
か
し
く
話
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
中
で
、今
や
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
第
一

人
者
で
あ
る
氏
が「
自
分
に
と
っ
て
最
高
の
料

理
は
、母
の
作
っ
て
く
れ
た
料
理
で
す
」と
の

言
葉
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
を
付
け

加
え
、研
修
の
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。今

回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
活
動
に

少
し
で
も
役
立
て
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

平成１９年 西原村成人式西原村成人式 平成１９年 西原村成人式 
西原村では、平成19年成人式を 
下記のとおり開催いたします。 

　成人式の案内が届いてない方がおられまし
たら、恐れ入りますが教育委員会までご連絡い
ただきますようお願いいたします。 

と　き 平成19年１月７日（日） 
午後２時開式 
構造改善センター ところ 

【問合せ先】 西原村教育委員会 
　279‐4424
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　毎週木曜日にみどりの館(地域交流スペース)に
て開催しています。 
　この事業は、高齢者の生きがいと社会参加を促
進するとともに、家に閉じこもりがちな高齢者、要介
護状態になるおそれのある高齢者に対し、通所によ
り各種サービスを提供するとともに、出会いの場を
確保することにより、社会的孤立感の解消、自立生
活助長及び要介護状態になることの予防を図るこ
とを目的として開催します。 
　今回は利用者の方の発案で、萌の里へコスモス
鑑賞に出かけました。 

【問合せ先】役場住民課 地域包括支援センター 
　　　　　　　279－4397

熱心に話を聴く参加者の皆さん 

　毎週木曜日に社会福祉協議会(のぎく荘)にて
開催しています。 
　この事業は要介護状態及び要支援状態（以下
「要介護状態」という）になるおそれのある高齢
者（特定高齢者）が、要介護状態となることを予
防し、自立した日常生活を営むことができるよう、
特定高齢者個々の状態にあわせた支援（運動
器の機能向上、栄養改善、口腔機能向上の３つ
のプログラムを集団的・通所形態により実施する）
を行うことを目的として開催します。 
　今回は、理学療法士から指導を受け、転倒予
防に関する話
を聞いた後、
自宅でも行え
る体操を学び
ました。 

介護予防を目的として２つの事業が、10月５日から社会福祉協議会「のぎく荘」 
とみどりの館「地域交流スペース」で始まりました。 

にしはら介護予防教室 
（西原村通所介護型介護予防事業） 

西原村出会おう会 

　
平
成
１９
年
度
か
ら
新
規
に
申
込
み

を
さ
れ
る
方
は
、次
の
日
程
で
入
所

申
込
み
を
受
付
け
ま
す
。 

　
現
在
、に
し
は
ら
保
育
園
に
通
園

中
の
園
児
に
つ
い
て
は
、別
途
継
続
入

所
確
認
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。 

◆
受
付
場
所
　
に
し
は
ら
保
育
園 

◆
受
付
期
間
　 

　
　
11
月
１
日（
水
）〜
30
日（
木
） 

◆
面
　
　
接
　 

　
と
　
き
　
１２
月
８
日（
金
） 

　
と
こ
ろ
　
に
し
は
ら
保
育
園
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
子
育
て
支
援
室 

◆
入
所
手
続
き 

　
　
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、に

　
し
は
ら
保
育
園
に
準
備
し
て
あ
る

　
入
所
申
込
書
を
期
間
内
に
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。 

◆
入
所
基
準 

　
入
所
可
能
な
児
童
は
０
歳
児

か
ら
５
歳
児
で
、保
護
者
の
い
ず

れ
も(

ま
た
は
養
育
者
）が
次
の

事
情
が
あ
り
、そ
の
児
童
の
保
育

が
で
き
な
い
場
合
。 

・
家
庭
外
労
働
　
家
庭
外
で
仕

　
事
を
す
る
こ
と
が
普
通
で
あ

　
る
こ
と
。 

・
家
庭
内
労
働  

家
庭
内
で
児
童

　
と
離
れ
て
日
常
の
家
事
以
外

　
の
仕
事
を
す
る
こ
と
が
普
通

　
で
あ
る
こ
と
。 

・
母
親
の
出
産
な
ど  

母
親
（
ま

　
た
は
養
育
者
）
が
出
産
の
前
後
、

　
病
気
、
負
傷
ま
た
は
心
身
に

　
障
害
が
あ
る
。 

・
病
人
の
看
護
な
ど  

家
庭
に
長

　
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に

　
障
害
の
あ
る
人
が
い
る
た
め
、

　
親
が
い
つ
も
そ
の
看
護
に
当

　
た
っ
て
い
る
。 

・
家
庭
の
災
害
　
地
震
、
風
水
害
、

　
火
災
な
ど
の
不
幸
が
あ
り
、

　
そ
の
家
庭
を
失
っ
た
り
、
家

　
屋
を
破
損
し
た
た
め
、
そ
の

　
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
。 

 【
問
合
せ
先
】に
し
は
ら
保
育
園 

　
　
　
　
　
２
７
９
‐
２
０
５
４ 
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糖尿病にひそむ危険！険！!糖尿病にひそむ危険！険！!糖尿病にひそむ危険！!

　糖尿病と診断される人が年々増加して

います。厚生労働省の実態調査では、成

人の約６人に１人が糖尿病の疑いがある

こともわかっています。西原村でも右の

グラフのとおり、健診で血糖値に異常が

ある人が年々増加してきていました。 

　このままでは糖尿病になってしまう人

が増えるばかりと、村では平成 16年度

から各地区の公民館を巡回し、健康づく

り座談会を行いました。その成果による

ものか、平成 17年度には要指導の人が

減少しています。 

　しかし、まだまだ糖尿病になる心配が

ある人が多数います。糖尿病を予防する

ために、まずは生活習慣を改善しましょう。 

　初期は自覚症状があまりな

い糖尿病ですが、そのまま放置

すると、目、腎臓、神経などの毛

細血管や心臓や脳の血管が動

脈硬化をおこし、さまざまな合

併症をまねく恐れがあります。 

男性は特に要注意？ 

怖い糖尿病合併症 

①食べ過ぎない。腹いっぱい食べない。 

②標準体重を守り、毎日体重をはかる。 

③生活の中でからだを動かそう。（リモコンを使わない。 

　駐車場は遠くに止める。階段を使う。自分の姿勢を気にする。） 

④食事は１日３回バランスよく食べる。（野菜を毎食食べる。） 

⑤脂肪、砂糖を取り過ぎない。（肉、甘い飲み物に注意！） 

⑥アルコールは適量に飲む。（飲み会では特に注意！） 

⑦疲労、ストレスを上手に解消しよう。（楽しい時間を過ごす、ゆっくりぬるめのお風呂、十分な睡眠など） 

　西原村バレーボール協会では次のとおり秋季ソフト
バレー大会を開催します。友人や職場の皆さんお誘
いの上、ぜひご参加ください。 

糖尿病予防のポイント 

糖尿病とは血液中のブドウ糖が増加して血糖値が上昇する病気です 
この状態が続くと細胞や血管に障害を与えます 

こんにちは住民課です 
　　279‐4397

異常なし 

要指導 

要治療 

秋季ソフトバレー大会 
　農業委員会への申請受付締切りは奇数月の15日
としていますが、締切日ぎりぎりでの提出が増えて
きています。そのため、内容確認・調査等により協議
が必要な場合は、提出された日に受付ができず委員
会にかけることができない場合があります。早めの
申請書提出をお願いいたします。 
　なお、11月の農業委員会への申請受付の締切りは、
11月15日（水）です。農地の売買・貸し借り・転用
等を計画されている方は地元農業委員か産業課農
業委員会事務局まで早めに連絡をお願いします。農
業委員会の開催日は11月27日（月）の予定です。 

農業委員会からのお知らせ 

糖尿病健診結果 

【問合せ先】バレーボール協会事務局（役場内） 
　　　　　松永・堀田　　279‐3111

とき 

ところ 

11月11日（土） 
午後７時～ 

トレーニング 
センター 

脳卒中 
（脳梗塞、脳出血） 

心筋梗塞 
狭心症 

その他 
高血圧 
高脂血症 

壊疽 
（えそ） 

糖尿病 
神経障害 
手足のしびれ 
めまい 
便秘・下痢 
インポテンツ 

糖尿病 
腎症 
腎不全 
（人工透析） 

糖尿病網膜症 
視力低下・失明 

（最小血管障害など） 

糖尿病の3大合併症 大血管障害 
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子育て支援室 

　深まっていく秋の自然にふれて遊ぶなかで、子どもたちはその美しさや変化に気づき、より
いっそう興味や関心を持ちます。戸外へ出かけて、実際に手に触れ、思いきり遊びながら、秋
の自然が身近に感じとれるようにしましょう。 

○動物園へ出かけよう！ ○親子で芋ほり 

　秋晴れの10月13日、親子で芋ほりに参加し

ました。子どもたちは手やスコップを使ってお

母さんのマネをしながら上手に芋を掘っていま

した。芋が見えると「大きい芋が採れたよ！」

と満面の笑顔で嬉しそうに見せてくれました。

おうちでおいしい料理に変身することでしょう。 

　災害が発生したとき、状況に応じて避難が必要に
なります。次のようなときは、すみやかに避難を！ 

備えあれば… 

No 14【避難】 

①村や防災機関から避難命令等が発令されたとき 
②火災延焼の危険があるとき 
③土砂災害等の危険地域にいるとき 
④気象情報等で危険と感じたとき 

【問合せ先】 総務課 防災係　　279-3111 西原村消防団 
高遊原南消防本部 

自分自身の防災力を高めましょう。 

にしはら保育園子育て支援室 

　非常時の持出品を
あらかじめ準備して
おけば、すばやい避
難が可能。また持出
品は容易に運べるよ
う出来るだけコンパ
クトに。 

■ヘルメットなどで頭の保護 
■履きなれた靴 
■長袖長ズボンで 
　燃えにくい製品 
■手袋着用 
 
 
■持出品は 
　リュックサック 
　で最小限 

　いざというとき、家族が慌てずに行動できるよう、日頃から
それぞれの役割分担や避難場所等について話し合いましょう。 

～日頃の準備が大切～ 

秋季全国火災予防運動 秋季全国火災予防運動 秋季全国火災予防運動 

　９月22日、マイクロバスに乗って動物園へ

出かけました。みんなと一緒にお出かけでき

るということで、出発前から大興奮の子ども

たちでした。 

　たくさんの動物や遊具に興味津々で、動物

にふれあうコーナーでは、その場からなかな

か離れず、動物たちとしっかりお友だちにな

っているよう

でした。お天気

にも恵まれ、楽

しい１日を過

ごすことがで

きました。 

避難時の服装 

消
さ
な
い
で 

あ
な
た
の
心
の 

注
意
の
火 

１１
月
９
日（
木
）〜
１５
日（
水
） 

　平成17年の住宅火災による死者は1220
人に上りました。 
　尊い生命と財産を守り、安全、安心な生
活をするためにもう一度、火災危険要因の
チェックを行いましょう。 

　この運動は、火災が発生しやすい気候と
なる時季を迎えるにあたり、火災予防思想
の一層の普及を図り、もって火災の発生を
防止し、高齢者等を中心とする死者の発生
を減少させ、財産の損失を防ぐことを目的
として実施されます。 
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ホッとNEWS
総務課情報政策係 279-3112

　
７
月

　
７
月
28
日
と
９
月

日
と
９
月
28
日
に
行
わ
れ
た
、
お

日
に
行
わ
れ
た
、
お

誕
生
学
級
に
お
邪
魔
し
て
、
写
真
を
撮
ら
せ

誕
生
学
級
に
お
邪
魔
し
て
、
写
真
を
撮
ら
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
む
ぞ
ら
し
か
で
す
ね
！

て
頂
き
ま
し
た
。
む
ぞ
ら
し
か
で
す
ね
！ 

　
７
月
28
日
と
９
月
28
日
に
行
わ
れ
た
、
お

誕
生
学
級
に
お
邪
魔
し
て
、
写
真
を
撮
ら
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
む
ぞ
ら
し
か
で
す
ね
！ 

河上　愛良 ちゃん 
かわかみ あい ら 

小堀　瑞月 ちゃん 
こ　ぼり み ずき 

匡延さん・めぐみさん（河原団地） 

じぃちゃん、ばぁちゃんいつもありが
とう。またスーパーゆらゆらするね。 

晶弘さん・千穂さん（緑ヶ丘） 

お兄ちゃん仲良く遊ぼうね。 

村上　璃玖 くん 
むらかみ り く 

中村　公人 くん 
なかむら まさ と 

いつもニコニコのりくです。
よろしくね。 

圭輔さん・孝子さん（西原台） 

じじ、ばば大好き。いっぱい
遊んでね。 

竜さん・衣代さん（医王寺） 

古川　智明 ▲NYのタイムズスクエア 

 

　西原村の皆さん、こんにちは。皆さんも聞いたこと
があると思うのですが、日本にいた頃は、アメリカの
学校の夏休みは長いと聞いていました。確かに夏休み
は長いです。５月の初めにはクラスが終わっていて、
９月の初めまで休みなのです。とても長いですよね。
でも、留学生はその５月から９月の間にある夏学期の
授業をとることが多く、忙しいです。  
　また、アメリカの大学は入るのが簡単で、出るのが
難しいというのも聞いたことがあると思います。でも
実際は、入るのも難しいし出るのも難しいです。およ
その大学はTOEFL500以上のスコアが無いと入学が
難しいし、コンパステストというテストもあります。
卒業も単位制なので、単位が取れなかったら卒業でき
ません。 
　日本人の生徒で、授業の勉強をあまりせずに退学に
なり、帰国させられた生徒もいます。その子は、もっ
とちゃんと勉強をしていれば良かったと帰国の際にす

ごく後悔していました。
ですから、留学をするつ
もりならそれなりの覚悟
は必要だと思います。こ
の話が、いつか留学しよ
うと考えている人の参考
になったら嬉しいです。 

　西原村の皆さ
ん、こんにちは。 
　とても美しい
季節ですね。朝
夕の冷え込みと
日中の暖かさが
とても気に入っ
ています。両親
の話によると、
ミネソタではす
でに初霜が降り、
暖炉を使わなけ

ればならならないそうです。ブルブル！秋
に日本に居ることができて、幸せです。 
　秋は単に気候の変化という意味だけでは
ありません。アメリカで人気のある休日“ハ
ロウィーン”の季節でもあります。このお
祝いを中学校の生徒、河原・山西小学校の
児童の皆と一緒に過ごすことをとても楽し
みにしています。10月31日が近づいてき

たら、皆さんもハロウィーンの衣装を準備してくださいね！私の家
で“トリック オア トリーターズ”（お菓子をくれないといたずらす
るぞ）の言葉を待っています。　　エミリー 
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いのちの教育 
教育委員会 279-4424

ハンセン病元患者等の人権 ハンセン病元患者等の人権 ハンセン病元患者等の人権 

～ 歴 史 ① ～ 
　私たちは、「らい予防法」に基づくハンセン病患者への隔離政策の

事実をきちんと知り、二度と同じ過ちを犯してはいけないのです。 

　1996（平成８）年、「らい予防法」が廃

止され、2001（平成13）年熊本地方裁判

所で、ハンセン病患者の隔離政策は憲法違

反であったという判決が出されました。し

かし、いまだに、ハンセン病のことを誤解

している人もいて、元患者の方々が社会復

帰をためらうような問題が生じています。

ハンセン病は、治る病気で、感染力も弱く、

遺伝する病気でもありません。皆さんは、

ハンセン病に対する正しい知識をお持ちで

しょうか。 

　現在、全国15ケ所のハンセン病療養所

で暮らしている方は約3300人います。熊

本県内には、約500人の方々が２ケ所の療

養所で暮らしており、平均年齢は、既に

75歳を超えています。1996（平成８）年

に「らい予防法」が廃止されるまでの長い

間、療養所に隔離する政策が続けられてき

ました。 

　人権問題に関して活動されて
いる方々をゲストに迎え、パー
ソナリティーの大田黒浩一さん
とトークをしていただく番組です。 
　女性の人権、子どもの人権、
高齢者の人権、同和問題など、
皆さんの身近にあるさまざまな
人権問題について、分かりやす
くお伝えします。 

　こうした生活を、ハンセン病という病気にかかっ

たというだけで、長い間強いられてきたのです。ハ

ンセン病は感染力や発病力が非常に弱く、日常生活

で感染することはほとんどない病気です。どうして、

このような隔離政策が行われたのでしょうか。「らい

予防法」とは、何だったんでしょうか。私たちは事

実をきちんと知り、二度と同じ過ちを犯してはいけ

ないのです。 

人権啓発資料「スマイルハーモニー」より 

コッコロ 

熊本県人権センター　 
　　　096－384－5822 
熊本地方法務局人権擁護課 
　　　096‐364‐2192

親や兄弟姉妹と一緒に暮らすことができない･･･ 

自分の名前を隠さなければいけない･･･ 

結婚しても子どもを生むことが許されない･･･ 

死んでも故郷の墓に埋葬してもらえない･･･ 

ＲＫＫラジオ　毎週木曜日 
午前10時15分～25分放送中 

人権啓発ラジオ番組 

　熊本県・熊本県人権啓発推進協議会では、人権啓発に関するメッ
セージや標語等を募集しています。 
　人権尊重の社会づくりに向けて、みんなに伝えたいことばを50字
以内でお寄せください。形式は自由です。 
募集期間　平成19年１月15日（月）まで（当日消印有効） 
応募方法等 
　郵送、ＦＡＸまたは電子メール。人権センターホームページから
　も応募可能。 
応募上の注意　応募作品は、自作、未発表のものに限ります。 
応募作品の利用等 
20作品を選定し、人権啓発活動に利用。選定作品応募者には、図
書カード・記念品を贈呈。（著作権は県に帰属） 
【問合せ先】熊本県人権センター　　096‐333‐2299
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「
熊
本
矯
正
展
」が
開
催
さ
れ
ま
す 

　
Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
）
や

児
童
虐
待
、
高
齢
者
虐
待
な
ど
家
庭
内

に
お
け
る
暴
力
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
県
で
は
、「
家
庭
か
ら

暴
力
を
な
く
す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
家
庭
内
に
お

け
る
暴
力
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。 

期
間
　
11
月
１
日
（
水
）〜
30
日
（
木
） 

実
施
内
容
　 

①
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　 

　
11
月
10
日
（
金
）
熊
本
市
下
通
ア
ー

ケ
ー
ド
内
、
そ
の
他
各
地
域
に
お
い
て

実
施
し
ま
す
。 

②
基
調
講
演
等
　 

◆
Ｄ
Ｖ
関
係 

日
時
　
11
月
24
日
（
金
） 

　
　
　
午
後
１
時
半
〜
３
時 

場
所
　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

演
題
「
我
慢
す
る
の
は
も
う
、
イ
ヤ
だ

〜
Ｄ
Ｖ
被
害
、
児
童
虐
待
を
乗
り
越
え

て
〜
」 

講
師
　
藤
木
美
奈
子
氏
（
作
家
、
㈲
ア

ミ
ダ
代
表
、
女
性
の
経
済
的
自
立
支
援

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ａ
関
西
」
代
表
） 

◆
児
童
虐
待
関
係 

日
時
　
11
月
25
日
（
土
） 

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午 

場
所
　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア 

テ
ー
マ
「
児
童
虐
待
に
至
る
背
景
と
そ

の
対
応
に
つ
い
て
」
〜
な
ぜ
私
を
〈
虐

待
〉
し
た
の
〜 

第
１
部
　
上
映
会
「
レ
タ
ー
」 

第
２
部
　
対
談
　 

話
し
手
　
藤
田
直
美
氏
（
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ

Ａ
塾
） 

聞
き
手
　
一
門
惠
子
氏
（
九
州
ル
ー
テ

ル
学
院
大
学
教
授
） 

◆
高
齢
者
虐
待
関
係 

日
時
　
11
月
25
日
（
土
） 

　
　
　
午
後
１
時
半
〜
４
時
半 

場
所
　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア 

演
題
「
認
知
症
の
理
解
と
対
応
〜
認
知

症
の
よ
り
深
い
理
解
の
た
め
に
〜
」 

講
師
　
木
村
武
実
氏
（
く
ま
も
と
悠
心

病
院
副
院
長
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

演
題
「
高
齢
者
虐
待
防
止
と
高
齢
者
の

権
利
擁
護
」 

講
師
　
河
野
正
輝
氏
（
熊
本
学
園
大
学

教
授
） 

③
そ
の
他
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
23
〜

25
日
）、
女
性
の
た
め
の
一
日
法
律
相

談
（
26
日
）
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。 

　
内
容
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
男
女
共
同
参
画
・
Ｐ
Ｓ
課 

　
　
　
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
８
７ 

「
家
庭
か
ら
暴
力
を
な
く
す 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
実
施 

「
第
４
回
生
活
日
本
語
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
研
修
会
」参
加
者
募
集 

　「
中
越
地
震
で
の
外
国
人
被
災
・
支

援
状
況
と
や
さ
し
い
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
、
バ
イ
ク
隊

や
語
学
・
異
文
化
通
訳
等
外
国
人
の
視

点
に
立
っ
て
支
援
活
動
の
陣
頭
指
揮
に

当
た
ら
れ
た
長
岡
市
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
の
羽
賀
友
信
氏
を
お
迎
え
し
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
す
。
生
活
習
慣
、
文
化
背

景
の
違
う
、
地
震
を
知
ら
な
い
国
か
ら

来
ら
れ
た
方
々
に
と
っ
て
、
中
越
地
震

は
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
外
国
人
災
害
体
験
談
、
地
域
で
出
来

る
こ
と
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

実
施
し
ま
す
。 

日
に
ち
　
平
成
19
年
１
月
27
日
（
土
） 

場
所
　
熊
本
市
国
際
交
流
会
館
７
階
ホ

ー
ル 

対
象
　
在
住
外
国
人
サ
ポ
ー
ト
の
経
験

の
あ
る
方
及
び
活
動
意
志
の
あ
る
方 

募
集
人
数
　
70
名 

参
加
費
　
５
０
０
円 

申
込
方
法
　
12
月
15
日
（
金
）
ま
で
、

ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で
申

込
む 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
国
際
課 

　
　
　
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
１
５
７ 

　
熊
本
刑
務
所
で
は
毎
年
、「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、

矯
正
施
設
の
実
情
や
役
割
に
つ
い
て
、

社
会
の
皆
様
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

る
た
め
、
熊
本
矯
正
展
を
開
催
し
、
作

業
状
況
及
び
教
育
活
動
等
の
紹
介
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。 

日
時
　
11
月
11
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
／
12
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

午
後
３
時 

場
所
　
熊
本
刑
務
所
（
熊
本
市
渡
鹿
） 

内
容 

①
熊
本
刑
務
所
内
の
見
学 

②
写
真
パ
ネ
ル
、
ビ
デ
オ
に
よ
る
矯
正

施
設
の
紹
介 

③
実
物
大
の
仮
設
居
室
の
展
示 

④
受
刑
者
、
少
年
院
生
徒
の
文
芸
作
品

展
示 

⑤
来
場
者
を
対
象
と
し
た
性
格
診
断
の

実
施 

⑥
刑
務
所
作
業
製
品
（
木
工
家
具
、
肥

後
象
眼
、
紳
士
・
婦
人
靴
、
雑
貨
等
）

の
展
示
販
売 

⑦
少
年
院
職
業
補
導
製
品 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
刑
務
所
企
画
部
門 

　
　
　
０
９
６
‐
３
６
２
‐
３
５
１
３ 
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里山の癒し 

「自分にとっての 
　　　　心地よい居場所探し」 

役場各課・係 
直通ダイヤル 
役場各課・係 
直通ダイヤル 

〈総務課〉 
総務・財政係（代表） 
企画振興・情報政策係 

〈教育委員会〉 

〈議会事務局〉 

〈収入役室〉 

〈税務課〉 
税務係 
国民保険係 

〈産業課〉 
経済係（農業委員会） 
土木建築係 
地籍調査係 
水道係 

〈住民課〉 
住民・環境衛生係 
健康福祉係 

〈にしはら保育園〉 

 
279-3111 
279-3112 

279-4424 

279-4364 

279-4394 

 
279-4395 
279-4389 

 
279-4396 
279-3114 
279-4417 
279-4398 

 
279-3113 
279-4397 

279-2054

※土日、祝祭日は 

　　　　　　　へお願いします。 279-3111

全
国
一
斉「
女
性
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」 

強
化
週
間 

い
つ
で
も
今
、診
て
も
ら
え
る 

医
療
機
関
を
探
せ
る
！ 

ご
存
じ
で
す
か 

　
　
　「
税
を
考
え
る
週
間
」 

　
法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、「
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」（
毎
年
11

月
12
日
〜
25
日
ま
で
）
の
期
間
中
、
次

の
と
お
り
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
の
全
国
一
斉
強
化
週
間
を
実
施
し

ま
す
。 

日
に
ち
　
11
月
13
日
（
月
）〜
19
日
（
日
） 

相
談
内
容 

　
夫
婦
、
親
子
問
題
、
女
性
差
別
等
、

女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題 

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
専
用
電
話

番
号 

　
　
　
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０ 

　
県
民
の
皆
様
が
、
県
内
の
医
療
機
関

の
情
報
を
知
り
た
い
と
思
わ
れ
た
と
き

に
気
軽
に
利
用
で
き
る
、「
熊
本
県
救

急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
24
時
間
、
い
つ
で
も
、
県
内
の

医
療
機
関
の
情
報
を
自
由
に
検
索
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
か
か
り
つ
け
の
医
を
選
ぶ
際
や
、
急

病
の
際
に
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
下
さ
い
。 

県
民
の
皆
様
が
利
用
で
き
る
機
能 

①
県
下
全
医
療
機
関
が
登
録
さ
れ
て
お

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
又
は
携
帯
電

話
で
下
記
の
よ
う
に
医
療
機
関
を
検

索
で
き
ま
す
。 

・
今
、
診
て
も
ら
え
る
医
療
機
関
を
探 

　
す 

・
名
前
か
ら
お
医
者
さ
ん
を
探
す 

・
診
療
科
目
か
ら
お
医
者
さ
ん
を
探
す
、

い
ろ
い
ろ
な
条
件
で
お
医
者
さ
ん
を

探
す 

・
在
宅
当
番
医
検
索 

②
関
係
機
関
か
ら
救
急
医
療
に
関
す
る

お
知
ら
せ
、
セ
ミ
ナ
ー
等
を
ご
案
内

し
ま
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

　http://w
w
w
.qq.pref.kum

am
oto.jp/ 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
健
康
福
祉
部
医
療
政
策
総
室 

　
　
　
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
０
５ 

　
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は
「
税
を

考
え
る
週
間
」
で
す
。
税
金
は
、
私
た

ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が

で
き
る
よ
う
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体

が
活
動
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。 

　「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国
民
生

活
に
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
税

に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
（
必
要
性
）
及

び
役
割
（
使
途
）
や
税
務
行
政
の
現
状

を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
と
と
も
に
、

国
民
の
皆
様
に
、
よ
り
能
動
的
に
税
の

仕
組
み
や
目
的
を
「
考
え
」
て
、
国
の

基
本
と
な
る
税
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
今
年
の
「
税
を
考
え
る
週

間
」
は
、「
少
子
・
高
齢
社
会
と
税
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
各
種
の
広
報
・
広

聴
活
動
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
期
間
、
給
与
所
得
者
や

主
婦
、
児
童
・
生
徒
な
ど
を
対
象
と
し

た
「
租
税
教
室
」
の
開
催
な
ど
、
税
を

身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
行
事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

教
室
の
開
催
希
望
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
阿
蘇
税
務
署 

　
　
　
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
１ 
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西原村社会福祉協議会 

熊本県阿蘇郡西原村大字小森572

279-4141 
279-4140相談専用 
279-4388FAX

226号 ふれあいネットワーク ふれあいネットワーク 

　快適でみんなが住みやすい村であるために、私たちに出来ることって何でしょう。 

　ボランティアとは、誰もが人間らしく豊かに暮らしていける社会を目指し、それぞれ身近なところで

「自分にできること」を考え、自分から行動することです。 

　ボランティア活動を通して、より“心ふれあう村づくり”をみんなで創っていきましょう！ 

私たちにできることって何でしょう？ 私たちにできることって何でしょう？ 

　ボランティアと聞くと、どんなことが思い出されますか？ 

　どんなイメージを持っていますか？ 

　ボランティア活動をまだ、「困っている人に、無償で何かをしてあげること？」「経済的、時間的に、

ゆとりのある人がやること？」「地震や災害、火山噴火などの被災地に行って活動すること？」 

　このように、「特別な活動」「自分とは違う人がする活動などと思っていませんか？」 

　それでは難しそうで、なかなか出来そうにありませんね！ 

　私たちの住んでいる所には、いろいろな人が生活しています。 

　ボランティア活動は、お年寄りも障害のある方も、子どももみんな一緒に、地域の中で安心して幸せ

に暮らしていくために、自分たちそれぞれが出来ることを活かせる活動なのです。 

　「いつでも、どこでも、誰でも、気軽に、楽しく参加できる活動」それがボランティア活動の基本です。 

ボランティア活動って ボランティア活動って 

西原村ボランティアセンター 
西原村地域福祉センターのぎく荘内 
電話279-4141　FAX279-4388 
Eメール　nisihara-nogiku.4141@wonder.ocn.ne.jp
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　例えば「自分の暮らしの中で出来そうなことは？」「自分の好みに合
いそうなものは？」という視点で、楽しみながらできる活動を探して
みませんか？ 

自然を守り、村を美しく 福祉施設でのボランティア 技術を生かす  
●
花
い
っ
ぱ
い
運
動 

●
空
き
缶
拾
い 

●
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
活
動 

●
道
・
河
川
の
清
掃
な
ど 

●
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
に
参
加 

●
施
設
内
清
掃
や
、生
活
支
援 

●
交
流
会
や
、各
種
行
事
へ
の
参
加
・
支
援 

●
利
用
者
の
創
作
活
動
等
の
技
術 

　
指
導
・
補
助
な
ど 

●
理
容
・
美
容
　
●
剪
定 

●
マ
ッ
サ
ー
ジ
　
●
運
転
　
●
料
理 

●
点
字
・
手
話
・
朗
読
・
音
声
訳 

●
通
訳
　
●
大
工
・
左
官 

●
ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど 

募金・収集活動 近所の方とのふれあい 介助・介護体験 
●
共
同
募
金 

●
使
用
済
み
切
手
・
テ
レ
ホ
ン
カ
ー 

　
ド
等
の
収
集 

●
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
な
ど 

●
車
イ
ス
介
助 

●
入
浴
や
食
事
介
助 

●
家
庭
介
護
の
手
伝
い
や
支
援 

文化伝承・観光案内 災害時の後方支援 リサイクルに協力 

●昔遊び・郷土芸能の指導 
●民話を語りつぐ　●史跡の案内など 

●
後
方
支
援
　
●
炊
き
出
し
協
力 

●
配
食
　
●
救
援
物
資
の
整
理 

●
家
財
道
具
の
後
片
付
け 

●
要
援
護
者
の
安
否
確
認
な
ど 

●
分
別
収
集 

●
ビ
ン
・
カ
ン
の
回
収 

●
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど 

●
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
等
へ
の
協
力 

企　業　で 特技を生かして そ　の　他 
●
写
真
・
ビ
デ
オ
の
撮
影 

●
楽
器
の
演
奏
　
●
庭
木
の
手
入
れ 

●
陶
芸
　
●
縫
製
　
●
踊
り
・
歌 

●
紙
芝
居
・
人
形
劇 

●
各
種
ス
ポ
ー
ツ
指
導
・
普
及
な
ど 

●
環
境
美
化 

●
施
設
や
地
域
行
事
に
参
加
・
協
力 

●
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
イ
ベ
ン
ト
の 

　
開
催
な
ど 

●子どもの遊び場づくり 

●地域の安全点検活動 

●福祉用具等の寄付 

●広報誌作成等の手伝い 

●通院・役所等の手続きの 
　介助支援など 

たとえば“こんなボランティア” たとえば“こんなボランティア” 

●
あ
い
さ
つ
運
動
　
●
話
し
相
手 

●
身
の
回
り
の
お
世
話 

●
地
域
交
流
会（
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

　
や
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）へ
の
参 

　
加
・
支
援 

●
友
愛
活
動
　
●
子
育
て
支
援 

●
買
い
物
の
代
行
な
ど 
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感動の“ふるさと見学会” 
　今年も、西原村社会福祉協議会では、村外の施設で生活されている
方や入院中の方を対象に「ふるさと見学会」を実施しました。 
　毎年、各地域でも多くの方々のお出迎えをしていただき、それぞれ
久ぶりの再会で「涙と笑顔」の感動の場面がありました。 
　※詳しくは、社協だより「号外」をご覧ください。 

子育てサポートセンター・のぎく活動報告 
サポートセンターデビュー 

　林田乃愛ちゃん（4歳）と恋々ちゃん（1歳）の姉妹は今回が初利用。 
保育園の支援室からサポートセンターへのバトンタッチです。 
サポートしてくださったのは田上美幸さん（古閑）。 
　保育園からのぎく荘までの帰り道は、お手手つないで園でのことを
いっぱい話してくれました。 

　10月１日より、週一回、木曜日に要介護状態になるおそれのある高齢者「特定高齢者」の方々を対象とした、西原
村通所型介護予防事業「にしはら介護予防教室」が始まりました。この「にしはら介護予防教室」では、特定高齢者の
方々の、個々の状態に合わせた総合的な支援（運動機能向上、口腔機能向上、栄養改善）を行なうことで、要介護状態
となることを予防し、いつまでも住み慣れた地域や自宅で、自分らしく、自立した生活が送れることを目的としており、
現在９名の方が利用されています。今月は、講師として理学療法士の渡邊由紀さんをお招きして、自宅でも継続して出
来る転倒を予防する体操メニューや、一人一人の状態にあわせた介護予防運動メニュー等の指導をしていただき、特定
高齢者の方々（ご利用者様）と職員が、一丸となって目標に向かって頑張っています。 

　一人一人の状態や痛みの度合いに合わせた運動メニューを指導して頂いているため、みなさん無理されることなく、
筋力アップや運動機能の維持・向上に努められています。 

①痛みや状態に合わせた膝の曲げ伸ばし
運動。 

②エルゴメーター（自転車漕ぎ）で足の
筋力アップ運動。（手前） 
痛みの相談にも深身になって聴いてい
ただきました。（奥） 

③バスタオルを使っての足の指とバラン
スを鍛える運動。（手前） 
バランスボールによる全身のバランス
運動。（奥） 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

転倒を予防し、い
つでも、どこでも
簡単に出来る。覚
えやすい全身体操
として、みなさん
意欲的に取りくま
れています。 

覚えられた転倒予
防体操や運動を、
ご自宅でも積極的
にされておられ、
転倒予防体操チェ
ックカレンダーに
体操や運動をした
日にチェックを入
れて持ってこられ
ます。 

個別介護予防運動 

転倒予防体操 

の　あ こ　こ 
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香典返し 一般寄附 
　次の方々より故人のご供養のため社会福祉協議会に多
額の寄附をいただきました。故人のご冥福をお祈りしま
すと共に心からお悔やみ申し上げます。 

　この尊い浄財は、ご寄附いただきました各位の趣意に添うべく、社会福祉のために有効に使用させていただきま
す。ありがとうございました。〔敬称略させていただき、記載については承諾を得ています。〕 

お 礼 

集落名 
多々良 
大切畑 
宮　山 
布　田 
布　田 
下古閑 

故人氏名 
柿田スエ子 
紫藤　キエ 
山崎　康裕 
濱田　末松 
内田　昭治 
稲田　和男 

遺族氏名 
柿田　利光 
紫藤　昭己 
山崎　　悟 
濱田　賢次 
内田イツ子 
稲田　實利 

集落名 
田　中 
 
 

布　田 

氏　名 
竹下　和子 
　　 
 

内田イツ子 
匿名４名 

宮田リサイクル 
代表　宮田直明 

金　　額 
5,000円 

 
 

200,000円 

10,000円 

8,800円 

門　出 

ニコニコ献金 
集 落 名 
瓜生迫 

氏　名 
吉田　　宏 

金　　額 
100,000円 

　９月24日山西小学校の運動会にバ
ザーで参加させていただきました。
初参加ではありましたが、ゼリー作
りにはみんな気合が入っていました。
４種類作ったのですが、とてもいい
商品ができあがりました。山西小学
校の皆様、ご協力ありがとうござい
ました。 

　「美里町地域支え合いモデル事業視察研修」ということで、10
月11日、下永地区住民他総勢36名の方々は、自主活動へと繋げ
て行きたいと「出の口サロン」を視察されました。 
　水曜日解放のこの日、出の口は「そば寿司」を作っていらっし
ゃいました。 
　公民館開放をする必要性、また、その内容などについて松野さ
んより説明があり、最初は、遠巻きに聞かれていた方々も、後で
は話の輪がいくつもできるほど、熱心に質問されていました。 
　“今度は、サロン同士の交流会をしましょう”“是非お待ちし
てます”と意気投合する中で視察は大盛り上がりの内に終了しま
した。 

　第33回阿蘇郡市身体障害者体育大会が10月
19日（木）南阿蘇村白水運動公園で開催されま
した。28名の方が参加され、輪投げやゲート通
し等の競技が行われました。優勝には届きませ
んでしたが、皆さん一生懸命頑張っておられま
した。 

にしはらたんぽぽハウス情報 障害者自立支援センター 

 
　10月21日に行われた西原中の文
化祭で吹奏楽部・代議員の皆さんと
「世界にひとつだけの花」を手話で
行いました。全校生徒の皆さんと一
度前もって練習をしていたので、生
徒の皆さんときれいな心の花が咲き
ました。 

　10月16日に、たんぽぽハウス
みんなで稲かりを行いました。初
めて無農薬の米づくりということ
もあって、夏場の草取り等とても
大変だっただけに収穫の喜びも一
塩でした。 

障害者自立支援センター　にしはらたんぽぽハウス　　　279ー3666　文責：小城 

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇ 

サロン視察で大盛り上がり！！ サロン視察で大盛り上がり！！ サロン視察で大盛り上がり！！ 身障体育大会 身障体育大会 身障体育大会 
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　苦手な方が多いメニューですが、下
味を少し濃くつけて揚げるとレバー独
特の臭いが消えて食べやすくなります。
レバーは栄養の宝庫である肝臓のことで、
タンパク質、ビタミン、ミネラルがた
くさん含まれた栄養価の優れた食品です。
ビタミンAはウナギに匹敵するほどで、
ビタミンCも大根などと同じくらい、鉄
分はほうれん草の3倍～5倍もあります。 

｢
門
出
の
梵
字
六
地
蔵｣ 

山西小学校　10月11日献立 

元気のでるレバー 

スポットライト スポットライト 

pot
Light
pot
Light
pot
Light

鶏肉 120g／鶏レバー 120g／小麦粉 
6g／でんぷん 6g／揚げ油 適量／ピー
マン 30g／ アーモンド 20g　調味料Ａ
〔生姜 4g／ニンニク 2g／醤油 4g／酒 
４g〕調味料Ｂ〔砂糖　10g／醤油 16g／
酒 8g／みりん 8g〕 

材
料（
大
人
４
人
分
） 

エネルギー 
たんぱく質 
カルシウム 
鉄 
ビタミンＡ 
ビタミンＣ 

栄
養
価（
大
人
１
人
分
） 

①鶏肉は一口大に切り、鶏レバーは血抜きし、一口大に切る。 
②①に調味料Ａで下味をつけ、小麦粉とでんぷんをまぶして揚
　げる。 
③ピーマンは角切りにし、さっとゆでておく。 
④調味料Bを煮立たせて、②と③をからませ、砕いたアーモン
　ドをまぶしてできあがり。 

つ
く
り
方 

20
㎏
の
ゴ
ミ
が
集
ま
る 

西
原
中
３
年
松
岡
さ
ん 

　
　
　
　
最
優
秀
賞
を
受
賞 

朝
ご
は
ん
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
作
品
募
集
・
標
語
部
門 

　
現
在
、
熊
本
県
で
は
「
熊
本
県
食
育
推
進
計
画
」
に
基
づ
い

た
食
育
推
進
の
取
り
組
み
と
し
て
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と

を
テ
ー
マ
に
朝
ご
は
ん
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
に
合
わ
せ
、
朝
食
欠
食
ゼ
ロ
を
目
指
し

た
標
語
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
募
集
が
行
わ
れ
、

こ
の
ほ
ど
標
語
部
門
で
、
西
原
中
学
校
３
年
の

松
岡
成
美
さ
ん
の
作
品
、「
朝
ご
は
ん
　
今
日

の
元
気
を
い
た
だ
き
ま
す
」
が
、
応
募
総
数
８

６
３
４
点
の
中
か
ら
、
最
優
秀
賞
に
輝
き
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。 

　
松
岡
さ
ん
は
、「
い
く
つ
か
考
え
た
け
れ
ど
、

割
と
早
く
ひ
ら
め
き
ま
し
た
。
受
賞
の
知
ら
せ

を
聞
い
た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。」

と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
朝

ご
は
ん
を
食
べ
て
い
ま
す
か
？
」
と
の
質
問
に

「
毎
日
食
べ
て
ま
す
！
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。 

　
熊
本
県
に
よ
る
と
、
朝
ご
は
ん
を
毎
日
食
べ

な
い
小
中
学
生
が
約
２
割
も
い
る
そ
う
で
す
。

朝
ご
は
ん
は
一
日
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
の
活

動
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
、
集
中
力
ア
ッ
プ
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
も
う
一
度
朝
ご
は
ん
が
果
た

す
役
割
の
重
要
性
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　秋晴れのもと河原・
山西の両小学校で運動
会が行われました。小
学生になってはじめて
の運動会ですが、たく
ましくがんばる１年生
です。 

表
紙
説
明 

ぼ
ん
じ 




